森村・川村ゼミ議事録　－10月20日　　　　　　　　　　　記：宮本　小綾
文献：The American Action Painters

発表者：１-　岩永智典、富永瑠以、深井麻希子、藤村百恵

2- 小椋なつき、山田希、武道良子

司会者：　塚原加奈子

考察：
グループ１： アクションペインティングは彼らがアートで演じたアクションを通して、観客に商業主義に乗らない別の態度(自主的な判断)を持つことを教えている。
グループ２： 社会的権力のない場で、果たして私たちは作品をどのように見られるか。本質を見ることはできないのではないか。
· 語句をめぐる論争から
１．mass と public

それぞれ「大衆」、「公衆」と使い分けた点についての指摘

→Christian Science等の記述よりpublicはmassに包含されるものとして捉えた見解。

２．「私たちが～道徳的な判断を持つ必要性を訴えている。」のレジュメ記述から「道徳的な判断」という読み込みについての指摘

　　→「観客として自主的な判断」とした方が適切であったという見解で一致。

· 議論の方向性の提案として

３．本文「a dramatic dialog」「real act」とは何か。それまでのpaintingとどう違うのか。
　　→painting の解釈の不一致が、本文「If a painting is an action the sketch is one action, the painting that follows it another.」より明らかになった。

　　→painting は [sketch(これもまたaction)につづくまた別のactionを伴うもの]という読みで一致。
· ３を受けての提議、act と actionは同じ意味として用いられているのか。
そしてＮＥＷとアートについての議論
「the Value of the NEW」「Art in America today is not only nouveau, it’s news」

４．何がＮｅｗなのか。

→商業主義と神秘主義の合間を縫って現れたのが、アクションペインティングだった。その動きはヨーロッパではなくアメリカにおいて起きている事態は“ニュース”であり、それは“新しい”、また“新しさ”をもつアートである。
５．Action Paintingは今の私たちにとっても“新しさ”の価値を持っているのか。
→高揚感を作り出す手法を確立している。気分を自在にコントロールできるかのように高揚の極度を作品にすることができている。

６．今、アートをどのように感じているか。
→商業主義に徹している美術館やアートシーンについて。利用することによって商業主義の上で踊らされることを承知だが、この状況は居心地がいい。特別今のアートシーンを変えようという気持ちも起こらない。

→アートがどんな状態であろうとも、アートは衣食住同様に私たちにとってなくてはならないものなのではないか。アートは本来的に表現として存在しているもの。

議論に対して先生による補足点：

· 似た表現の語句について：　それぞれの語句は包含するもの、優劣の生じるものなどがある。必ずしも語句の違いによって意味が異なるわけではない。読解において、文脈と作者の使い方を見合わせてそれを汲み取ることが必要。
· 同時代的にアートを捉えることについて：　常に新しいものを追い求めることだけが、コンテンポラリーアートではない。常に先のアートを再考し批評することもまたコンテンポラリーアートを捉える上で意味が生まれてくる。
